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1 は じ め に

今日の小麦栽培では,めん用として加工適性の高い高品

質小麦の生産が強く望まれている。宮城県においても,現
在の奨励品種に代わりうる高品質小麦の品種選定が急がれ

ている。そこで,宮城県における奨励品種決定調査で有望

視されている小麦の品種及び系統について,高品質小麦を

選抜する資料を得る目的で,加工適性並びにその環境変動

の品種間差異を比較検討した。

2試 験 方 法

a)プラベンダー試験

1)試験年次 1986年及び1987年 (播種年次)

2)供試品種 17品種系統 延べ24品種系統

3)供試場所 宮城県農業センター 水田圃場

黒泥土 埴壊土

4)耕種概要

① 1986年

播種期 :10月 29日  播種量 800g/α
栽植様式 :ド リル播 畦幅30m 播き幅 2“

施 肥 :基肥 N-llllXI P2 06~1100

K20-1000

追肥 N-500(各 夕/a)
② 1987年

播種期 :10月 30日   播種量 500σ /α

栽植様式 :条播 畦幅62“ 播き幅lllu

施 肥 :基 肥 N-400 P205~440
K20-400

追肥  N-200(各 g/4)

5)処理条件

登熟条件,特に登熟期間の降水量の多少による品質変動

の品種間差異を比較するために,出穂期以降に次の処理区

を設けた。

① 無処理区

② 降雨遮断区 ビニールハウスにより降雨を遮断し

た。この結果,無処理区に比べ日中の気温は2℃程度上昇

した。土壌水分はPF2 8前後を維持した。

③ 多雨区 (1987年のみ):散水装置により, 1日 当

り5“に相当する水量を10時と13時の 2回に分けて散水し

た。この結果,処理時に気温は 1℃程度降下し湿度は5%
程度上昇 した。また,土壌水分は常にPF1 8以下となっ

た。

以上により得られた小麦について,自石興産株式会社研

究室において,プラベンダー試験によるアミログラムとェ

キステンソングラムを測定した。

12)ゆ でめん官能評価

1)試験年次 :1987年 (播種年次)

2)供試品種 :シ ラネコムギ,フ クホコムギ, ミヤギ′

コムギ

標準品種 :群馬県産農林61号

比較品種 :オ ーストラリア産AS■ , 岩手県産

ナンプコムギ

以_Lに より得られたイヽ麦について,自石興産株式会社研

究室において,「小麦の品質評価法」(1985 食品総合研

究所)に準じ,専門パネル5名で,ゆでめん官能評価を行っ

た。

3 試験結果及び考察

0)プ ラベンダー試験 (1986年)

1)供試材料の生育経過

発芽は良好であったが,10月 から11月 にかけては低温で

経過 したため年内の生育は不良であった。 しかし,12月 か

ら3月 にかけては全般に気温が高めに経過したため,3月
における生育はおおむね回復した。 4月 は降雨が少なく,

しかも中旬の異常低温のため生育は一時停滞した。しかし

4月 下旬以降は気温が高く,日照時間も多く経過した。そ

の結果,出穂期は平年より早まり,登熟も良好で成熟期も

早まった。

2)ア ミログラム及びエキステンソグラム測定値

1986年 に測定したアミログラムの最高粘度とエキステン

ソグラムの135分値の面積,及び形状係数を図 1に示した。

これらの数値のめん用粉としての好適値は,ア ミログラム

の最高粘度はおよそ6110B U以 上で ,エ キステンソグ

ラムの面積は70～ 100淵 ,形状係数は 2前後のものが望ま

しい1)と 言われている。

この年は登熟期間の気象がよかったため,以上の好適値

を満足する品種,系統が多かった。これらのうち,各処理

区とも好適値を示し,し かも処理区間で変動の小さいもの
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は,フ クホコムギ,シ ラネコムギ,東北183号 ,東山22号

などであった。これらの最高粘度は,各処理において800

BU以 上となっており,加工適性が非常に高いといえ

る。
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2)ア ミログラム及びエキステンツグラム測定値

図2に 1987年に測定したアミログラムの最高粘度とエキ

ステンツグラムの135分値の面積,及び形状係数を示した。

登熟期に降水量が多かったため,全般に測定値の低いもの

が多かった。その結果,各処理区において前記のめん用粉

としての好適値を満足するものはなかった。しかし,その

中でシラネコムギの測定値は最も良好で,多雨区のアミロ

グラムの最高粘度がaxlB uを やや下回った他は,す
べて適性値の範囲内にあった。

図2 小麦粉め性質 1987年播種
(ア ミログラムの最高粘度及びエキス
テンツグラムの面積,形状係数 )

0)ゆでめん官能評価

表 1は シラネコムギ及び宮城県の奨励品種についてゆで

めん適性の官能評価を行った結果である。シラネコムギの

評価は,ASWに はやや劣 るが,国産小麦中最高品

質といわれる農林61号 と同等以上の高い評価を得た。
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図1 小麦粉の性質 1986年 播種

(ア ミログラムの最高粘度及びエキス

テンソグラムの面積,形状係数 )

12)プラベンダー試験 (1987年 )

1)供誠材料の生青経過

発芽ぞろいが良く,越冬前の生育は順調であった。更に,

12月 後半から2月 にかけて気温が高く経過 したため分げつ

が多く,幼穂の分化も早まった。その後の気温も平年並み

であったので,出穂期は平年より早まった。 しかし登熟期

間の中ころ以降は低温で,降水が多かったため,成熟期は

遅れて平年並みとなった。このため登熟はやや不良となり,

千粒重は全般に平年より小さかった。

表 1 ゆでめん官能評価

4 ま  と  め

宮城県で試験中の17品種系統について,めん用粉として

の加工適性を比較検討した。これらのうち,シ ラネコムギ

はプラベンダー試験の測定値からみた加工適性が高く,し

かも登熟中の気象条件によるその変動幅も比較的小さく,

めてめん官能評価も国産小麦中最も評価の高い農林61号 と

同等以上の評価が得られ,高品質小麦として極めて有望と

考えられた。
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